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抗レプトスピラ免疫家兎血清の吸収試験

前後の蛋白像の変動について*

長崎大学風土病研究所臨床部原一研究室(主任　吉田静磨助教授)

田崎弘，　西田公一，一瀬忠邦
さき　　　　　ひろし　　にし　　　だ　　きみ　　かす　　　いち　　レ，せ　　た／ご　　くに
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緒　　　　　悶

Leptospira (以下Lept.と略記)感染後に於ける

nil.清光r'順J)笹刺7:っいては,苫imuwV'l�"'K'!¥

柿木ヰ),橋本う),菊池6)等の報告にみられる如く,諸種

伝染性疾患の際の血清蛋白像と同様にAlbumin (以

下Alと略記)の減量とGlobulin (以下Glと略記つ

の増量が認められる.

党に田崎7)は抗Lept.免疫家兎血清別称--抗原をも

って吸収し,吸収前後の血清蛋白像の変動を観察し

て,吸収後Alの増量, o-Gl及びγ-Glの減量,従

ってA/Gの増加を認めたのであるが,各Lept.間に

は互に額属凝集反応を呈するものがあることが知られ

ているので,免疫抗原と異る他のLept.株にて免按血

清の抗体を吸収せしむることによって,その血清蛋白

像に何らかの変動を来すものではないかと考えて次の

′七輪-I'ff-.1:二.

即ち家兎をLept. icterohaemorrhagiae (以下

icter.と略記), Lept. autumnalis (以下autum.

と略記), Lept. hebdomadis (以下hebd.と略記)

及びLept. australis A (以ーF aust. Aと略記)の

4種のLept.をもって感染免疫し,その免琵家兎血清

を以上4樫のLept.にて夫々吸収して抗体成分を出来

るだけ除去し,その前後の血清について凝集価並びに

蛋白像の変動を観察し,主凝集抗体及び副凝集抗体に

ついて,いささかの知見を得たので玄に報告する.

実験材料並びに実験方法

)^　長緑　樹　料

Korthof培地に発育せるLept.をgOOOrpm45分

間遠心し,その沈遼を滅菌生理的食塩水にて3回洗保

級,沈''�"*-巻秤量して0.2%ホルマ1)ン加pH7.0の滅菌

撞王I朗勺金塊水にて1mg/CCの割に浮ffiさせ,淡董に騒

存して適宜使用した.

2)実験方法

a)冥験動物:健康な2kg前後の白色堆性の家兎を

用いた.借家兎は購入後一週間以上飼育観察して,健

康状態を砕かめた上で使用した.

to-tナ諾J｣■法:..I:.記蘭沼凍屯し:>il-静脈J二∴〔1M

0.5cc/kg,第2回.Occ/kg,第3回1.5CC/kg,第4回

2-Occノ/kgと3日間隔にて4回注射して免疫した.

c)慣検血清:実験家兎は飼料を一定にして飼育

し,血清は最終注射後2過日に全採血を行って使摺し

>-t-.

d)三奨集搭菌反応:Schueffner-Mochtar凝集滞

菌反応弓)に準じて行った.

e)血清蛋白畳9):日立蛋白計を用いて測定した.

f)電気泳動10)1n:装置は日立製作所HT-D型

Tisel温us装置を用い,透析にはpH7.8/*=の燐酸

潰衝液を用いた.泳動方法は電気泳動協会娩定ほ)に従

ofJ.

g)吸収試験:Schueffner-Bohlanderの法jl)に

準じて行った.

実験成績

Lept.icter.,autum.,hebd.及びaust.Aの4

産のLept.にて免疫した家兎血清の交叉凝集反応は第
*長崎大学風土病研究所業続　第297号
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第1表　各種Leptospiraの交叉凝集反応
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第2表　抗Lept. icterohaemorrhagiae免疫家東血清吸収試験後の交叉凝集反応
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1表に示す如く,免疫血清は同一のLept.株に対して

30000倍以上の凝集価を示したが,他のLept｡株に対

しても7それぞれ程度の差は認められるが30倍乃至

300fJEi<性レつ矧南確愚.&!己　⊥{;し;こ.

抗Lept. icter｡免疫家兎血清の吸収試験後の凝集

価は,第2表に示す如く, Lept｡ Icter.にて吸収し

f=場合には主凝集価は30000倍以上の価より300倍と著

明に低下し,叉副凝集価もLept. autum｡に対する

ものは300倍(上り100胤Lept. hebd.及びaust. A

に対するものは共に100倍より10倍に低下しI=4他の

Lept.株即ちLept. autum., hebd｡及びaust. A

にて吸収し!=場合には主凝集素としてLept｡ icter.

に対する凝集価はすべてに於いて依然として30000倍

以上にして少しも低下せず,副凝集素としてLept.

autum.に対する凝集価は300倍より30-100倍,

Lept. het>d.及びaust. Aに対する凝集価は夫々

100倍より30倍へとその低下が認められf:I

.､.u!二1[.:-,"こ･一上!こl-l-.-.-fl'l."第3表　∵. :".こI! '�"''

Lept｡ icter.免疫家兎血清の吸収前の総五白畳は6 ,4

g/dlであったものが同一抗原であるLept. icter.

にて吸収しT=場合には6-Og/dlに減量し,他のLept.

株による吸収にてはLept.autum.によるものは軽度

の減量を示したが, Lept. hebd.及び　aust. Aに

.　-　ざO- ､//∴一�":;. '..i,;V:;,!i'i.'"-I

-｢-抗擬であるLept. icter.にて吸牧した場合には

Alの増量, β･Gl及び　ry-Glの減量が認められ7

第3表　抗Lept｡ icterohaemorrhagiae免疫家東血清吸収試験後の血清蛋白像
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第4表　抗Lept. autumnalis免疫家兎血清吸収試験後の交叉凝集反応
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第5表　　抗Lept．autumnalis免疫家鬼血清吸収試験後の血清蛋白像

＼＼、血清蛋白
一
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第6表　抗Lept・hebdomadis免疫家兎血清吸収試験後の交叉凝集反応
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Lept．icter． Lept．autum．
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0

0
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30

Lept．hebd． Lept．aust．A
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3．000

30．000

30

3口

10
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従ってA／Gの増加が認められたが，他のLept．株に

て吸収しf：場合も　Lept．autum．及びhebd．に（j：る

ものでは同様の変動がみられたが，その樫度は同一抗

原による場合に比して睦めて軽度であり，Lept．aust．

Aによるものでは余り変動がみられなかった．

抗Le卯・autum．免摂家兎血清を吸収した場合凝

集価は第4表に戻す如く，Lept．autum．にて吸収後

主凝集価は30000倍以上より1000倍に低下し，副凝集

価も100～300倍より10～100倍に低‾Fを示したが，他

のLept・株即ちLept．icter．，hebd．及びaust．A

にて吸収した場合主賓築価はLept．hebd．によるも

のにて300口0倍以上より10000倍に軽度の低下を示した

のみで他に変動は認められなかった。高儀集束として

Lept・icter・に対する凝菓価は100倍より全く消

するか乃至30倍，Lept・hebd・に対する凝集価は300倍

より30～100倍，Lept・auSt・Aに対する凝集価は100

倍より10～30倍に低下した．

総蛋白量及び蛋白分暦値は第5表に戻す如く，抗

Lept・autum・免掟家兎血清の吸収前の総蛋白量は

6・6g／dlにして，吸収後全例に於いて軽度の減量が認

められ，同一抗原である　Lept．autum．にて吸収し

た場合には6．Og／dlとなり，他のLept．殊による吸

収の場合の総蛋白畳の減量に比して大であった．又蛋

白分暦値は同一抗原である　Lept．autum．にて吸収

した場合Alの増量，β・Gl及びγ－Glめ軽度の減量

が認められ，他のLept．株にて吸収した場合も同様の

変動がみられたが，その程度は同一抗原の場合に比し

て極めて軽度であった．従ってA／Gはすべてに於い

て増加したが，同一一　Lept・株にて吸収した場合は他

のLept．株に（上る場合に比して大であった．

抗Lept・hebd・免疫家兎血清を吸収しf＝場合には

第6表に示す如く，Lept・hebd．をもって吸収した

際，主凝集価は30000倍以上より3000倍に低下し，又

副凝集価も30～用0倍より全く消失するか或は10～30

倍に低下を示したが，他のLept．株即ちLept．icter．，

autu二m・及びauぎLAにて吸収した場合には主凝集価

はすべてに於いて依然として30000倍以上にして低下

せず，副凝集素としてLept・icter・に対する凝集価

は30倍より全く消失するか乃至10倍，Lept．alltum．

及び；lu＄t・Aに対する凝集価は共に100倍より10～30

第7表　　抗Lept・hebdomadis免疫家兎血清吸収試験後の血清蛋白像
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第畳表　抗Lept. australis A免疫家兎血清吸収試験後の交叉凝集反応

二こ=二､　　~葛新棟r
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r
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第g表　抗Lept｡ austsralis A免疫家東血清吸収試験後の血清缶白像

s:iて満出自

[L馴yw下

Vor
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し

Al t-Gl
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49.7　10.8
1

50.9 i ll.2

8-GI

VA〕

γ-GI TP

%　g/dl

15.2

4.9

5.(

4.1

1-1.4

l

24-2

24.3

24-9

24.7

23.6

Al　α-Gl　針Gl

g/dl g/dl g/dl

7-Gl
g/di葺A′G

.03

.01

.02

｣

.70

.65

.69

.63

.54

0.96

0.9;i

0.ロ7

0.5

.04

倍に低下した.

総蛋白畳及び蛋白分暦値は第7表に戻す如く,抗

Lept. hebd｡免控家兎血清の吸収前の総缶自畳は

6 ｡ 8g/dlにして吸収後全例に於いて軽度の減量が認め

られf=.即ち同･-一統原である　Lept. neb乱による吸

収の場合と　Lept･ au弧Aによる場合とは共に6.4

蛋/dlとなり, Lept. austm.及びicter.に(とる場

合は共に6.6 g/dlに減最した｡蛋白分暦値は同-一抗

原であるLept｡ hebd.にて吸収した場合にはAlの

増畳ブ　β-G呈及び　γ-Giの減量が認められ,従って,

A/Gの増加があり,他のLept.株にて吸収した場合

も同様の変動が認められ]':が,その程度は同- -抗原の

場合に比して極めて軽度であった.

抗Lept｡ aust. A免疫家兎血清を吸収し7:場合に

は,第忠泰に示す如く, Lept｡ aust. Aをもって吸

収した際,主凝集価は30000倍以上より300倍に低下

し,文副凝集価も30-300倍より全く消失するか或は

10-30倍に低下しf=が,他のLept.株にて吸収しf=場

合には主凝集価はLepも｡ icもer･及びhebd.による

吸収にて夫々30000倍以上より10000倍に軽度o_)低Fを

正し, Lept. autum.による吸収にては低ドが認めら

れなかつ7=.父副凝集議としてLept. icter.に対す

る凝集価は30倍より全く消失するか或は10倍, Lept｡

autum｡に対する凝集価は300倍より30-100倍,Lept.

hebd.に対する凝集価は100倍より10-30倍に低下L/

∴.

総缶白星及び蛋白分暦値は第9表に戻す如く'挑

Lept. ｢aust. A免疫家兎血清の吸収前の総延白勤ま6･8

g/dlにして,吸収後同-一一肌原であるLept. aust. A

にて吸収した場合には6-6 g/dlに減量し,他のLept.

株にて吸収した場合Lept. icter.及びautum.によ

るものは不変であったが, Lept.hebd.によるものは

m一一抗原に(上る場合と同様:こ6.6g/dlに減量した.蛋

白分暦値は同｢-抗原であるLept. aust. Aにて吸収

した場合Alの増量,針Gl及びγ-Glの減量が認め

られ,従ってA/Gの増加があり,他のLept.株にて

吸収した場合も之と同様の変動が認められたが,そ0:)

抑皇･と.'-it"ト抑恥りvjI′丁:二　し.て柑'iiT'∴　イ∴

-Glは全般を通じて吸収前後--一定の変動を認めら

れなかつf:.

総括並びに考鞍

Lept.揺--一一個の単一-･なる抗原から成り立っているも

のではなく,幾多の部分抗原の集解から構成されてい

ることば既に先人14)15)の認むところである.従って

Lept.に対する凝集抗体も単一一なものでなく,いくら

かの凝集抗体の集硬から成り,抗原Lept･と回---a)

Lept.に反応する主凝集抗体と異種のLept.に反応す

る副凝集抗体より成ると考えられる･即ちLept.め

抗血清について凝集反応を実施する場合顎属凝集反応

が現われて歯型の決定に困難を感ずる場合がある.か

ゝる場合歯型の同定には吸収試験の行われることが多

い.北岡,坂巻等は凝集反応と吸収試験とを併用するこ

とによって凡ゆるLept.の抗原分析を行いLept.め

分掌熱こ資せんとしている,而してLept.免授血清の吸

収試験の際,抗原と巨卦--のLept殊による吸収にては

そのすべての凝集抗体は勿論完全に吸収され得るが'

異種のLept.株に(上る吸収にては主凝集抗体は倍存続
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し，副凝集抗体は抗原性の類似しているものでは完全

に吸収きれ得るし，抗原性の真るものでは経度の吸収

がみられると考えられるJ4）．

本笑鹸に於いてはLepLicter・，autum．，hebd．

及びaust・Aの4種のLept・にて個々に免疫され

た4種の単価家威免疫血清をそれぞれのLept．を以

って吸収し，吸収前後の凝集価と血清蛋白像の変動

を観察したのであるが，凝集価は免疫抗原と同一一の

Lept・株にて吸収した場合主薬集抗体の著明の減量

と副凝集抗体の消失乃至減量が認められ，免疫抗原と

選るLept・株にて吸収した場合主凝集抗体は一部に軽

度の減量がみられるのみでノ殆んどその変動は認めら

れずフ苗懐集抗体は同一のLept・味にて吸収した場合

と同様に消失乃至減量が認められた．血清蛋白像にて

は免疫抗原と同一1なるLep七・株にて吸収した場合総蛋

白量の軽度の減乱Alの増量，β－Gl及びγ－Glの

波乱従ってA／Gの増加が認められ，α・Glは殆んど

不変にして之は田崎7）の成鰐と一致する．免控抗原と

見るLept・疎にて吸収した場合総蛋白畳の軽度の減量

を示したものはその3分の2にして他は不変であり，

Alの増量，針Gl及びγ－Glの減量，従ってA／Gの

経度の増加か認められ，α－Glには一定の変化は認め

られなかったがクその増減の程度は同一抗原にて吸収

した場合に比して極めて軽度であった．之よりみるに

副凝集動体も主凝集抗体と同様にβ－Gl及びγ・Gl中
に含まれるものと軒察される．

伯木筆験に於いては血清鑑自像の況促のために抗血

清を稀釈することなく，吸収試験を実施したので吸収

試験後に於いても現業抗体を全く吸収せしむることが

出来なかった・それで血清蛋白像の変動も凝集抗体が

完全に吸収された場合に比して少いのではないかと考

えられるのであるがク主凝集抗体の吸収の際には軽度

ながら血清蛋白像の変動が認められ，高腰集抗体の吸

収の際には之より極めて軽度の血清蛋白像の変動が認
められた．

以上の成炭より凝集抗体は主，副共に針Gl及び

γ－Gl中に含まれフ凝集抗体中主凝集抗体が大部分を

占め，葦属反応にあづかる副凝集抗体は極めて少量に

存在するものと考えられる．

結　　　　　語

レプトスピラ病の病原体の申でLept．icter．，au－

tum”hebd・及びaust・Aの4種のLept・をもつ

て家兎を免疫し得られた抗血清を夫々のLept，株にて

吸収して，その凝集価，総蛋白童及び血清蛋白分暦値

の変動を観察して次の如き成鰐を得た．

1）免疫抗原と掛一のLept・殊にて吸収した場合

には主凝築価の著明なる低下と副凝集価の低下乃至消

失が認められク総蛋白量の軽度の減乱　Alの増乱

β一Gl及びγ－Glの減正，従ってA／Gの増加が認

められた。

2）免疫抗原と異るLept・珠にて吸収した場合に

は副凝集価の低下乃至消失が認められたが，主凝集価

には殆んど変動が認められなかった．文総蛋白童の軽

度の減量がみられるものが多く，Alの増乱／、－Gl及

びγ－Glの減乱従ってA／Gの増加が認められたが，

その程度は免疫抗原と同一のLept・殊にて吸収した場

合に比して極めて軽度であった．

（瀾箪するに当り御指導並びに御校閲を賜った吉田静

膳助教授に理謝する）

｣｣^^E3i^^El臼E張B

〔り富田長之ダ=名:Tiselius電気泳動法に依る

矧蜘勺研免日本細菌学雑誌,5(4):188(1950).

(2〕山崎晴一郎外1名:各種肝疾駁に於ける血清

缶自泳動縣･I二休消化機病学会雑誌49(10):58

(て952),

〔3〕久保郁鼓外3名:レブトスピラ病に関する研究.

比本伝染病学会雑鼠25(ト3):33-34(1951).

〔4コ柿本杉夫:諸種伝教陸疾患に於ける血清蛋白

像に関する研究･医学研究,24(10)‥2069-2090

(1954).

〔5〕橋本膏:ワイル血清に関する研究.日本紙

蘭学雑誌10(10):893-895(1955)

〔6〕窮地公明:黄払出糊塗レプトスピラ抗血清の

精製に関する研究･日本細菌学乗組- ll (8) :709-

717(1956〕.

〔7〕田崎　弘:抗L,プトスピラ免疫家煎血清の蛋

白優に関する研究.長崎医学会雑乱33 (10増刊) :

208-234 (1958).

〔8 〕 ScI拍ffner,W. & A. Mochtar : vesuche

jur Aufteilung von Leptospirenstammen

mit einbitenden Bemerkungen iiber den

Verla-ユf von Agglutination und Lysis. Zbl.

Bakt. I. Abt. Orig. 101 :405-453 (1927).

(9〕富川　春寿:簡易屈折計による血清蛋白洩度測

定･凍京医事新鼠66 (9) :431-433 (1949)

〔10〕平井秀存外1名:電気泳動法･共立出版株式会
社,碇東(1955).



1B 田崎，西田，一輝

いl/l杉天　良一;_L川､i['iif '�"'") 'Iし　∴,r:-,:,一

細谷書房,凍京(1955) -

〔12〕電気泳動研究会: Tiselius電気泳動法実施規

定(1950) -

〔13〕邑Sch滋ffner, W. und Bohlonder, H. : Zur

Tecknik der Ab組tligungsversuchs｡ Zbi.

Bakt, I, Orlg 144 :437-439 (1939)

(14〕北岡正見外1名:各種レプトスピラの抗元分析

に関する研究.日本伝染病学会雑誌　21 (4-6) :50

･52 (1948)

(15〕坂巻　良雄:Leptospiraの抗原分析(Lep-

topiraの分類)に関する研免壌京医事新誌, 66

(9) :421-429 (1949).

Summary

This work was carried out with a view to inquire into some changes in the

electrophoretic pattern of antileptospiral serum, before and after agglutinin
absorption by leptospirae, from rabbits inoculated with organisms of Leptospira
icterohaemorrhagiae, autumnalis, hebdomadis and australis A.

The results was summarized as follows:

1) In each antiserum whose agglutinins were almost completely absorbed by
Its corresponding leptospira, it was found that a more or less marked decrease
in the total protein content, beta and gamma globulin fractions took place,
accompanying a pertial increase in the alpha globulin fraction.

2) After agglutinin absorption by a heterogenous leptospira of an antiserum,
there was little change in the specific agglutination titre, while the group ag-

glutination pronouncedly dropped in the titre, or was practically lost. And
besides, change in the total protein content and protein fractions, compared with
that in case of absorption by homogeneous leptospira, was found to be much
slighter. (Authors)
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